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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㊵

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⒁
　
― 

才さ
い
の
か
み
ぼ
せ
つ

神
暮
雪   

―

　

才
（
塞
）
の
神
は
、
村
境
や
道
の
交
差

す
る
所
に
祀
ら
れ
、
邪
気
を
防
い
で
く
れ

る
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
川
八
景
」
に
描
か
れ
て
い
る
「
才

神
暮
雪
」
で
は
、
場
所
の
特
定
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
～
５
４

年
）
前
後
に
描
か
れ
た
「
佐
州
相
川
略
図
」

の
添
え
書
き
に
、「
八
景
此
中
ニ
ア
リ
」

と
し
て
、
道
遊
の
割
戸
に
隣
接
し
て
「
才

神
山
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

相
川
金
銀
山
の
開
発
が
本
格
的
に
な
っ

た
慶
長
年
間
初
頭
（
１
６
０
０
年
前
後
）

の
言
い
伝
え
に
、「
川
村
彦
左
衛
門
吉
久

御
検
地
の
節
、
下
戸
・
羽
田
村
ト
別
シ
、

野
山
入
会
ニ
テ
境
其
頃
ヨ
リ
有
増
定
マ

ル
」（
下
戸
村
由
来
）
と
あ
る
の
で
、
こ

の
頃
、
下
戸
村
・
羽
田
村
境
に
才
の
神
が

祀
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
相
川
八
景
序
」
に
は
、「
東
は
山
を
重

ね
道
遊
の
峯
に
輝
く
月
、
才
の
神
の
雪
に

映
し
」
と
あ
っ
て
、「
夕
か
け
て
曇
る
と

も
な
き
此
神
の
恵
に
も
雪
も
つ
も
る
光
り

に
」
と
詠
ま
れ
、こ
の
連
歌
発
句
に
も
「
才

神
春
雪　

夕
越
え
ん
道
の
手
向
や
雪
の

花
」
と
あ
り
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６

☆
新
潟
地
震
か
ら
50
年

　

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
６
月
16
日
に

発
生
し
た
新
潟
地
震
か
ら
、
今
年
で
50
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

両
津
港
周
辺
に
押
し
寄
せ
た
津
波
に

よ
っ
て
、
約
４
０
０
戸
が
水
に
浸
か
り
、

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
家
屋
や
道
路
が
壊

れ
、
約
１
億
２
千
万
円
に
の
ぼ
る
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
新
潟
国
体
の
視
察
の
た
め

に
昭
和
天
皇
が
来
島
さ
れ
た
直
後
の
地
震

で
、
鬼
太
鼓
が
町
内
を
回
る
夷
祭
り
の
最

中
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
で
す
。
こ
の
災

害
の
怖
さ
を
体
験
し
て
い
る
世
代
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
中
で
、
残
っ
て
い
る
記
録

を
確
認
し
た
り
、
体
験
者
の
話
に
耳
を
傾

け
た
り
し
て
、
こ
の
時
の
教
訓
を
忘
れ
ず

に
次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
、
今
後
起
こ
り
う

る
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
教
育

は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
お

い
て
も
重
要

な
テ
ー
マ
で

す
。

　

文
部
科
学

省
で
は
、
災

害
時
、
適
切
に
対
応
で
き
る
基
礎
能
力
を

培
い
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
や
、
自

然
が
持
つ
恩
恵
と
災
害
の
二
面
性
を
理
解

す
る
こ
と
な
ど
を
、
防
災
教
育
の
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
自
然
と
人
間
と
の
関
係

を
考
え
る
点
で
、
環
境
教
育
と
も
大
い
に

関
連
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
日
本
列
島
は
、

４
枚
の
プ
レ
ー
ト
（
地
球
の
表
面
の
岩

板
）
の
境
界
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
震

は
プ
レ
ー
ト
同
士
が
ぶ
つ
か
る
境
界
で
起

き
る
の
で
、
日
本
で
は
地
震
が
多
い
の
で

す
。
反
対
に
、
境
界
が
な
い
北
欧
で
は
、

ほ
と
ん
ど
地
震
が
起
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
を
理
解
し

て
、
そ
の
地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害
と
ど

の
よ
う
に
共
存
し
て
生
き
て
い
く
か
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
、
地
球
が
活
動
し
て
い
る
証
拠

で
す
。
そ
も
そ
も
、
佐
渡
が
海
面
か
ら
顔

を
出
し
、
私
た
ち
や
動
植
物
な
ど
が
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

地
震
な
ど
地
殻
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
か

ら
な
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
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オ
パ
ー
ク
推
進
室（
佐
渡
博
物
館
内
）
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世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「相川八景」に描かれた才神暮雪 「佐州相川略図」（岩木文庫蔵）に

描かれた才神山（右側）

新潟地震でえぐられた加茂湖口の道路


